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※開花中夜間ライトアップされます
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須　川

山形県天然
記念物指定

※桜は突然変異、品種改良が多い植物であることから、
この分類は大きく系統に分けたものですのでご了承
ください。
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　この桜の近くには、昔、山形街道として渡船場が置かれ、対岸の中野を『宮

代千軒』、こちらを『達磨寺千軒』と呼んで、両岸に多くの人家が建ち並び、茶

店もあって大いに賑わったそうです。桜の木は当時の船着場の目印に植えたの

ではないかといわれています。

　山形市霞城公園のソメイヨシノの開花より 3～5 日ほど遅く、4 月下旬に開花

するお達磨の桜の公園内には、エドヒガンのほか、シダレザクラなど 34 本が

あり、満開の桜と残雪の山々が織りなすコントラスト、夕暮れやライトアップ

で様々な表情を見せる桜たちが、多くの人々を惹きつけます。

　中山町の南部、達磨寺地区より東方 1.3km 程の須川左岸に位置する、お達磨

の桜公園内に立つ 2 本のエドヒガン。樹齢は推定 750 年といわれており、樹高

約 12ｍ、幹の太さは子供 7 人が手を繋げるほどで、幹囲約 5.4ｍ。山形県天然

記念物にも指定されています。（昭和 27 年 4月 1日 山形県天然記念物指定）

　彼岸の頃に花を咲かせることから名付けられたというエドヒガンは、桜の仲

間では一番の長寿で、樹齢 1000 年超えるものもあります。薄紅色の花は小輪、

一重咲きで葉よりも先に咲きます。古くは、この花の咲く頃が苗代の種まきの

適期だったために、種蒔桜とも言われていたそうです。
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